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東
教
育
財
団
は
、
大
正
一
四
（
一
九

二
五
）
年
三
月
、
民
法
第
三
四
条
の
規

定
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設
立

さ
れ
、
平
成
二
三
年
の
公
益
財
団
法
人

へ
の
移
行
を
経
て
、
令
和
七
（
二
〇
二

五
）
年
三
月
に
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。 

東
教
育
財
団
は
、
こ
の
設
立
一
〇
〇

周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
財
団
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
の
飛
躍
と
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
、
記
念
事
業
と
し
て
次
の

と
お
り
、
令
和
七
年
二
月
五
日
（
水
）

に
は
、
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
記
念
誌
の
発
行
、
財

団
の
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
制
定
等
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
七
年
度
に
は
、
学

校
教
育
事
業
助
成
及
び
社
会
教
育
事

業
助
成
に
お
い
て
、
既
定
の
助
成
に
加

え
て
「
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
特
別
助

成
加
算
」
を
行
い
ま
す
。 

   

 

a   

 

   

   

  

 

 

二
月
五
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
大
阪
に
お
い
て
、
関
係
者
約
五
〇

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
記
念
講
演
会
で
は
、
出
口
正
之 

国
立

民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
に
「
公
益
法
人

を
取
り
巻
く
課
題
と
国
内
外
の
助
成
財

団
の
姿
」
と
題
し
て
、
今
回
の
公
益
法
人 

              

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

制
度
改
革
や
夢
の
あ
る
仕
事
と
し
て
の
財

団
に
関
す
る
国
内
外
の
事
例
等
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
記
念
祝
賀

会
で
は
、
廣
田
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、

主
催
者
を
代
表
し
て
伊
藤
理
事
長
が
挨
拶 

              

し
た
後
、来
賓
の
稲
嶺
中
央
区
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
槇
野
相

談
役
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
を
始
め
ま
し

た
。そ
の
後
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
清

水
明
日
香
さ
ん
に
よ
る
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」、
記
念
事
業
と
し
て
制
定
し
た
財
団
の

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
披
露
を
行
な
い
、
最
後

に
黒
石
審
査
理
事
か
ら
出
席
者
に
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
。 
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一 

記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
の
開
催 

（ミニコンサート風景） 

（講演会風景） 

東
教
育
財
団
は
設
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た 



 
 

 
東
教
育
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念

誌
と
し
て
、「
東
教
育
財
団
資
料
集 

百
年

の
足
跡
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
記
念
誌
で

は
、
財
団
の
一
〇
〇
年
の
歴
史
と
関
連
す

る
大
阪
市
や
国
で
の
出
来
事
を
年
表
に

取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
主
た
る
事
業

で
あ
る
助
成
事
業
の
変
遷
や
助
成
を
行

っ
た
事
業
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

         

                              

   

東
教
育
財
団
の｢

東｣

を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
財
団
の
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
後
印
刷
物
な
ど
に
利
用
す
る

な
ど
財
団
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。 

 
 

令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
は
、
三
月
七
日
開
催
の
理
事
会
の
決
議

を
経
て
、
同
日
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
評

議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

  一 

助
成
事
業 

  

① 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展

に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独
自
性

や
特
性
を
持
つ
事
業 

 

 

 

   

  

     

 

  

    

               

     

             
 

        
 

 

 

 

         

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の 

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業 

 ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

 
 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う

社
会
教
育
団
体
や
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助 

成 

 

地
域
文
化
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行 

う
団
体 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

通
常
の
助
成
に
加
え
て
「
東
教
育
財
団

設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
特
別
助
成

加
算
」
を
行
い
ま
す
。 

幼
稚
園 

一
園
に
つ
き
三
〇
万
円
限
度 

小
学
校 

一
校
に
つ
き
五
〇
万
円
限
度 

中
学
校 

一
校
に
つ
き
六
五
万
円
限
度 

② 

社
会
教
育
事
業
助
成 

通
常
の
助
成
に
加
え
て
「
東
教
育
財
団

設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
特
別
助
成

加
算
」
を
行
い
ま
す
。 

一
団
体
一
事
業 

一
〇
団
体
ま
で 

一
事
業
三
五
～
五
〇
万
円
の
範
囲
内 

③ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

一
団
体
一
事
業 

八
団
体
ま
で 

一
事
業
一
〇
万
円
限
度 

                  

 

 

助
成
対
象
事
業 

 

 

助
成
対
象
団
体 

二 

記
念
誌
の
発
行 

令
和
七
年
度
事
業
計
画 

（理事会会議風景） 

（２） 

令
和
七
年
度
事
業
計
画 

 
 

助 

成 

基 

準 

令
和
七
年
度
事
業
計
画 

及
び
収
支
予
算
の
概
要 

三 

財
団
の｢

ロ
ゴ
マ
ー
ク｣

の
制
定 



  
 

（３）  

④ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

二
〇
事
業
程
度 

一
事
業
一
五
万
円
限
度 

⑤ 
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

一
地
域
四
〇
万
円
限
度 

  
 

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に

伴
い
公
益
充
実
資
金
の
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
益
目
的
事
業
に
関

す
る
特
定
費
用
準
備
資
金
は
廃
止
と
な

り
、
公
益
充
実
資
金
に
移
行
す
る
と
さ
れ

た
た
め
、
当
財
団
が
保
有
す
る
特
定
費
用

準
備
資
金
も
七
年
四
月
一
日
付
け
で
公

益
充
実
資
金
に
組
み
込
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

① 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積 

立
資
金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

令
和
六
年
度
に
見
込
ま
れ
る
収
支
不

足
額
一
、
八
九
五
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩

し
ま
す
。 

② 

財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事 

 

業
積
立
資
金
（
令
和
四
年
度
設
定
） 

七
年
度
助
成
に
加
算
す
る
分
三
、
七
五

〇
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

 

        

  

  

③ 

新
た
な
公
益
充
実
活
動
等
の 

 

設
定 

七
年
六
月
に
満
期
を
迎
え
る
国
債
の

償
還
資
金
の
運
用
結
果
を
踏
ま
え
、
助

成
事
業
の
維
持
・
拡
充
を
図
る
た
め
に

新
た
な
公
益
充
実
活
動
等
の
設
定
を
検

討
し
、
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
ま
す
。 

 

    

  
 

 

       

三  

広
報
啓
発
事
業 

①
「
東
教
育
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
年
四
回
発
行
し

ま
す
。 

             

  

② 

「
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
情

報
開
示 

 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
財
団

の
事
業
及
び
財
務
に
つ
い
て
情
報
開
示

を
行
い
ま
す
。 

 

収
入
（
経
常
収
益
）
は
、
満
期
償
還
資

金
の
運
用
益
の
減
を
見
込
み
、
前
年
度
比

二
、
二
六
〇
、
〇
〇
〇
円
の
減
の
三
〇
、

〇
三
五
、
〇
〇
〇
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

費
用
（
経
常
費
用
）
は
、
財
団
設
立
一

〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
実
施
費
用
等
が

減
と
な
っ
た
も
の
の
、
学
校
教
育
事
業
助

成
及
び
社
会
教
育
事
業
助
成
に
お
い
て

財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
特
別

助
成
加
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
支
払
助

成
金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
九
七
五
、
〇
〇
〇
円
の
増
の
三

五
、
六
八
〇
、
〇
〇
〇
円
を
計
上
し
ま
し

た
。 

◎ 

収  

入
（
経
常
収
益
）
計 

三
〇
、
〇
三
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

二
、
二
六
〇
、
〇
〇
〇
円
の
減
） 

◎ 

費 
用
（
経
常
費
用
）
計 

三
五
、
六
八
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 

（
前
年
度
比 

九
七
五
、
〇
〇
〇
円
の
増
） 

 

 

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  
【
事
業
費
計
】 二

七
、
八
九
〇
、
〇
〇
〇
円 

・
支
払
助
成
金 一

七
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・
そ 

の 

他 
 一

〇
、
五
九
〇
、
〇
〇
〇
円 

【
管
理
費
計
】 

七
、
七
九
〇
、
〇
〇
〇
円 

◎  

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

 

△ 

五
、
六
四
五
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
特

定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収
入
」
と

さ
れ
る
の
で
、
当
期
経
常
増
減
額
△
五
、

六
四
五
、
〇
〇
〇
円
に
財
団
設
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
積
立
資
金
取
崩
額
三
、
七

五
〇
、
〇
〇
〇
円
及
び
基
本
財
産
運
用
益

減
収
対
策
積
立
資
金
一
、
八
九
五
、
〇
〇

〇
円
を
加
え
る
と
、
差
し
引
き 

〇
円
と

な
り
、
予
算
上
は
収
支
相
償
と
な
る
見
込

み
で
す
。 

 
 

・
中
野
評
議
員 

ご
逝
去 

令
和
元
年
か
ら
評
議
員
を
務
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
中
野
雅
司
評
議
員
が
、
六
年

十
二
月
二
五
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す 

 

 
                     

 

（評議員会会議風景） 

 
 

令
和
七
年
度
収
支
予
算 



                            

  （４） 

 

 

 
   

 

大
阪
城
公
園
の
南
側
に
、
史
跡
難
波

宮
跡
が
広
が
る
。
こ
こ
に
飛
鳥
時
代
と

奈
良
時
代
に
、
二
次
期
の
宮
殿
が
造
営

さ
れ
た
。
先
行
す
る
宮
殿
は
、
西
暦
六

四
五
年
に
「
大
化
の
改
新
」
に
よ
り
新

し
い
政
治
を
行
う
た
め
に
難
波
に
遷

都
し
て
建
設
さ
れ
た
難
波
長
柄
豊
碕

宮
（
以
下
、
前
期
難
波
宮
）
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
後
に
造
ら
れ
た
宮
殿
は
聖

武
天
皇
の
命
に
よ
り
、
七
二
六
年
に
完

成
し
た
宮
殿
で
あ
る
（
以
下
、
後
期
難

波
宮
）。 

 
 

難
波
宮
跡
は
昭
和
二
九
年
よ
り
発

掘
調
査
が
始
め
ら
れ
、
わ
が
国
の
古
代

史
像
を
書
き
換
え
る
よ
う
な
学
術
的

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

昭
和
三
九
年
以
降
、
国
の
史
跡
指
定
が

お
こ
な
わ
れ
、
現
在
、
約
一
五
㏊
の
面

積
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
時
代
は
ま
さ

に
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
た
だ
中

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
大
阪
市
の
よ
う
な

大
都
市
の
中
心
部
で
、
こ
れ
ほ
ど
広
い

面
積
が
保
存
さ
れ
た
考
古
遺
跡
は
わ

が
国
で
は
他
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。 

 

   

    発
掘
調
査
を
主
導
し
た
山
根
徳
太
郎
氏

を
中
心
と
し
た
先
人
の
努
力
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
遺
跡
保
存
の
歴
史
に

と
っ
て
も
画
期
的
な
こ
と
と
し
て
特
筆

さ
れ
る
。 

難
波
宮
跡
は
昭
和
四
六
年
以
降
史
跡

公
園
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
阪

神
高
速
道
路
以
南
の
地
に
、
宮
殿
の
中

心
建
物
で
あ
る
後
期
の
大
極
殿
の
基
壇

が
復
元
さ
れ
、
ま
た
前
期
の
中
心
部
を

飾
る
八
角
殿
が
藤
棚
と
し
て
建
設
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

一
方
、
阪
神
高
速
道
路
以
北
は
こ
れ

ま
で
史
跡
と
し
て
の
整
備
は
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
昨
年
か
ら
歴

史
公
園
と
し
て
の
整
備
工
事
が
始
め
ら

れ
、
こ
の
三
月
末
に
完
成
し
た
。
盛
大

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
方
の
注
目
を
集
め
た
こ

と
と
お
も
う
。（
こ
の
文
章
は
二
月
末
に

書
い
て
い
ま
す
。） 

 

こ
の
地
域
に
は
宮
殿
の
中
心
施
設
で

あ
る
「
内
裏
」
が
広
が
っ
て
い
た
。
天 

                       

   

 皇
が
政
務
を
行
う
と
と
も
に
日
常
生
活 

を
送
る
場
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
の
は

「
内
裏
正
殿
」
と
よ
ぶ
建
物
で
あ
っ
た
。

平
安
宮
の
紫
宸
殿
に
相
当
す
る
建
物
で

あ
る
。
南
側
に
広
が
る
大
極
殿
が
中
国
風

の
建
築
様
式
で
あ
り
、
石
造
の
基
壇
上
に

建
ち
屋
根
を
瓦
葺
と
し
た
の
に
対
し
て
、

内
裏
正
殿
は
日
本
古
来
の
宮
殿
建
築
様

式
で
あ
り
、
床
を
高
く
し
た
高
床
構
造

で
、
屋
根
は
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
。 

 

歴
史
公
園
と
し
て
整
備
す
る
に
あ
た

り
、
こ
の
内
裏
正
殿
の
高
床
構
造 

が
原
寸
大
で
復
元
さ
れ
た
。
本
来 

は
木
造
で
あ
る
が
、
耐
久
性
と
耐 

火
性
を
考
え
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー 

ト
造
と
さ
れ
た
。
四
周
に
は
縁
と 

高
欄
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。 

中
央
に
立
つ
と
、
南
側
に
阪
神 

高
速
道
路
越
し
に
大
極
殿
の
復
元 

基
壇
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。 

阪
神
高
速
道
路
は
す
べ
て
高
架
式 

と
な
っ
て
い
る
が
、
唯
一
こ
の
場 

所
だ
け
地
上
式
と
な
っ
て
い
る
。 

難
波
宮
の
遺
跡
を
保
存
す
る
た
め 

に
、
地
下
掘
削
を
と
も
な
う
橋
脚 

部
を
建
築
し
な
く
て
よ
い
こ
の
構 

造
が
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
に
よ
り
、
難
波
宮
の
中
心
部 

を
南
北
に
一
望
で
き
る
景
観
を
確 

        

 
 

 
  

                     

 

   

           

 

    

 

 
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
極
殿
か

ら
は
大
阪
城
天
守
閣
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

敷
地
の
西
端
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
場
所
に
は
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
が
並
ぶ
。
春
の
一
日
、
ゆ
っ
く
り

と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
窓
の
外
に
広

が
る
史
跡
公
園
を
な
が
め
、
ま
た
復
元

さ
れ
た
内
裏
正
殿
や
大
極
殿
に
足
を
運

び
、
あ
り
し
日
の
難
波
宮
の
姿
に
思
い

を
は
せ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

         

 

 

 

 

  

難
波
宮
跡
公
園
『
内
裏
地
区
』
オ
ー
プ
ン 

し

し

ん

で

ん 

植 

木 
 
 

久 

内
裏
地
区
の
整
備 

な

に

わ

な

が

ら

と

よ

さ

き

の

の 
 

 
 

難
波
宮
跡
の
概
要 

み

や 
元 

大
阪
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
保
護
課
長 

公
園
整
備
工
事
が
す
す
む
難
波
宮
跡
内
裏
地
区 

 

二
月
末
日
撮
影 

 

（
中
央
左
側
が
内
裏
正
殿
、
阪
神
高
速
道
路
の
右
側
は
大
極
殿
） 


